
作図の方法
①点Ａを中心とし，点Ｂを
　通る円をかき，その円と
　辺ＢＣとの交点を点Ｄと
　する。
②点Ｂ，Ｄをそれぞれの中
　心として半径の等しい円
　をかき，その交点の１つ
　を点Ｐとする。
③頂点Ａと点Ｐを通る直線
　をひく。
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Ａ4⑴ 　垂線の作図の方法について理解すること
Ａ4 ⑴　正答率 31.1 % 　与えられた方法で作図された直線についていえる

ことを選ぶ。
〔第１学年〕  Ｂ   図形　⑴ ア

学習指導要領における領域・内容
課題の見られた問題の概要と結果

数学

Ａ4 ⑴ 

「どのような直線が作図されたかを考えよう」
～作図の方法を振り返り，  作図された図形の特徴を捉える～

　基本的な作図の学習において，作図した図形の特徴
を作図の方法に基づいて捉えることに課題がみられま
した。
　そこで，本アイディア例では，作図の方法を振り返
り，個々の手順で得られる点や線分の特徴を図形の性

質と関連付けて読み取り，作図された図形の特徴を捉
えることができるようにする指導事例を紹介します。
　なお，本アイディア例は，作図の手順を学習した後
で指導することを想定しています。
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  授業アイディア例

△ＡＢＣにおいて作図された直線ＡＰがどのような特徴を
もっているか，作図の方法を振り返って明らかにしよう。

１．どのような直線が作図されたかを考える。

２．作図の方法を振り返り，作図された直線が辺 BC の垂線であることを説明する。

作図された直線ＡＰはどんな直線にみえますか。

始めに作図した点Ｄは，どのような条件を満たす点ですか。

次に作図した点Ｐは，どうですか。

作図の方法を振り返って，どのような直線が作図されたのかを考えてみましょう。

作図された図形の特徴について，作図の方法を振り返りながら考えることが大切ですね。
∠ＢＡＣの二等分線や辺ＢＣの垂直二等分線の作図の方法と比較してみましょう。

点Ａを通る辺ＢＣの垂線にみえます。

そうすると，線対称な四角形ができるね。

∠ＢＡＰ＝∠ＤＡＰだから，直線ＡＰは∠ＢＡＣの二等分線ではないね。

辺ＢＣの垂直二等分線じゃないの。

そうか。四角形ＡＢＰＤが線対称で，
直線ＡＰは，その対称の軸になるね。

対応する点を結ぶ線分と対称の軸は垂直に
交わるからＡＰ⊥ＢＤということだよ。

∠ＢＡＣの二等分線になっているようにみえるよ。

点ＤはＡＢ＝ＡＤとなる点です。

どれが正しいかを確かめるには，
どうしたらいいのかな。

点ＰはＢＰ＝ＤＰとなる点です。

点Ａを中心として点Ｂを
通る円をかいたからだね。

それぞれ半径の等しい円を
かいたからだよ。

ポイント

教師

●　生徒が実際に作図し，その図形について見いだした特徴が正しいかどうかを確認する活動を取り入れることが大切である。
●　本アイディア例のように垂線を作図した△ＡＢＣに，∠ＢＡＣの二等分線と辺ＢＣの垂直二等分線を作図した上で，それ
　らの作図の方法を比較し，違いを明らかにする場面を設定することも考えられる。

参照▶　「平成 28 年度　【中学校】　報告書」　P.46 ～ P.48　「平成 28 年度　解説資料　中学校数学」　P.36 ～ P.37，P.40

  本授業アイディア例     活用のポイント !
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